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日本発生生物学会の 諸組織は以下のとおりです 

会 長     〒 194 町田市南大谷 11 

三菱化成生命科学研究所 発生生物学研究室 
加藤淑 裕 ( 電話 0427-26-1211 内線 244) 

DGD 編集主幹     〒 812  福岡市東区箱 崎 6-10-1 

九州大学理学部生物学教室 

山名清隆 ( 電話 092-641-1101 内線 4408 または 4410) 

DGD 編集幹事     〒 730 広島市中区東千田町 1-1-89 

広島大学総合科学部 
天野 実 ( 電話 082-241-1221 内線 357) 干 高 務 局 160  東京都新宿区西早稲田 1-6-1 

早稲田大学教育学部生物学教室 

( 電話 03-203-4141  内線 3911) 
i, スマス       

( 幹事長 )  女僧 郁夫 
                アキ コ 

( 会計幹事 ) 藤原 昭子 
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日本発生生物学会 係 ( 電話 03-817-5809 
  

火退会，会費納入，および 出版物 ( つ GD, サーキュラ一等 ) の郵送については ，上記学 

会事務センタ 一に書面で御間合せ 下さい。 
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1.  第 18 回総会報告 

第 18 回総会は，昭和 f6n 年 5 月 10 日午後 1 時ょり名古屋大学豊田講堂において 開催された。 

議長に中江愚夫氏 ( 明治乳業ヘルスサイ ヱソス 研究所 ) を選出した後，以下の 次第で議事が 進 

行し全て承認された。 

1)  大西夷 繭 第 18 回大会委員長挨拶 

2)  加藤淑総会長挨拶 

3) 昭和 59 年度活動報告 

      事務局より : 柳沢富雄幹事長 

  第 9 期会長・運営委員選出選挙 (559.10 月 ) 

  第 32.33 運営委員会開催 C560 ． 1 月と 5 月 ) 

  成茂 寄付金による I SDB 参加旅費援助者 7 名を決定 ( 本号 9 べ一ジ 参照 ) 

・ I SDB 招待講演者など 2 名の会員に学会より 旅費の一部援助決定。 

・山田財団による 研究援助候補者として 学会より 2 名推薦。 

・事務局は今大会後早稲田大学へ 移る。 

次期幹事長安堵郁夫氏挨拶 

・会員数 昭和 60 年 5 月現在 707 名 

( ロ 0 DGD 編集委員会より ，山名清隆編集主幹 

・ 59 年度は 2f 巻を 6 号まで出した 0 

掲載論文総数 f60 編 

・ 27 ㈹は金谷記念 号 とする。 

27(4 城下の号に金谷 dedicated 論文が載る。 

  27(4@ 本大会発表講演要旨がの る 。 

・定期的に出版するよう 努力したい。 

ふるって原稿をお よせ 下さい。 

4) 昭和 59 年度決算報告 上村会計幹事 

サーキュラ ー m.50 参照 

5) 会計監査報告 ( 見元紀，森岡瑞枝会計監査委員 ) 

適正であ った官報告された。 

6) 昭和 660 年度の学会活動について 加藤会長 

・金谷記念号の 発刊に伴 う 印刷経費の増加 ( 約 20 万 ) のうち 70 万円を会員 有 必の寄付に 頼 

みたい。 

・ DGD の海外購読者を 増やすため Acad ㎞ ic preSs に よ る海外頒布の distribution 検討   

中であ る。 慎重任検討した 上 ， Go sighn を出したい。 

・次期大会は 筑波大学で引受けてくれた。 
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7) 昭和 60 年度予算案 上村会計幹事 

サーキ，ラ ー № 50 参照 

8) 第 19 回大会準備委員長挨拶 渡辺 浩 ( 筑波大 ) 

期日は， 5 月 16 日 ( 木 ), 17 日 ( 金 ), 18 日 ( 土 ) の予定であ る。 

この 他 ，国際発生生物学会の 岡田節人会長の 挨拶があ った。 質疑は出なかった。 

2.  第 33 回運営委員会報告 

第 33 回運営委員会は ，昭和 60 年 5 月 9 日午前 10 時ょり名古屋大学豊田講堂会議室で 行われた。 

    

出席者は以下の 通り ( 敬称略 ) 

加藤淑 裕 ( 会長 ), 天野 実 ( 編集幹事 ), 石崎 宏矩 ，大西 英繭 ( 第 18 回大会委員長 ), 岡田節人， 

片桐千明，黒田行 昭 ，塩川光一郎，杉山 勉 ，他面雅俊， 固 まりな，京中川 徹 ，毛利秀雄， 米 

田満樹 ，山名清隆 ( 編集主幹 ) 以上運営委員 

見 元紀 ( 会計監査委員 ), 椙山 正雄 ( 学術会議員 ), 麦蝉郁夫 ( 次期幹事長 ) 

柳沢富雄 ( 幹事長 ), 上村伊佐 緒 ( 会計幹事 ), 矢崎育子 ( 庶務幹事 ) 

報告審議事項のうち 総会と重複するものは 省略する。 増山学術会議委員に よ る学術会議報告が 

なされ， Internati0nalSymp0sum  on  Sperm  に対する学術後援が 承認された。 Academic  press 

による DGD 海外頒布の件は 会長の招集した 下記のような DGD 海外頒布に関する 検討委員会が 

引きっづ き 検討を行 う ことが認められた。 

委員会の構成 : 会長の指名による 委員の構成は 次の通り ( 順不同，敬称略 ) 。 

加藤淑総会長，山名清隆 ( 編集主幹 ), 江口吾朗，平本幸男，天野 実 ( 編集幹事 ), 

見 元紀，および 事務局 ( 幹事長，会計幹事，庶務幹事 ) 。 

第 1 回の検討委員会は ， 60 年 5 月 8 日名古屋 名鉄 グラ ノ ドホテル・ p ビ 一で行われ， A ㏄ demic 

Press Japan による DGD の海外頒布委託の 件は AP の強力な海外販売網にのせることによって 

期待される DGD の海外進出を 目的とし，昭和 59 年度に学会が DGD の海外頒布によって 得てい 

る 収入を委託後干まわることがないという 条件で，実現の 方向に努力することになった。 

事務局移転のお 知らせ 

昭和 60 年 6 月ょり事務局が 下記 E 移転し 立 した。 

〒 160 東京都新宿区西早稲田 1-6-1 

早稲田大学教育学部生物学教室 

電話 (03 づ 03 Ⅱ 141  内線 3911) 

幹事長 安 堵 郁夫 

庶務幹事                               
藤原昭子 

会計幹事 
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事務局移転にあ たって 

2 年有余にわたって ， 当 学会の事務局を 引き受けて頂いた 都立大学・理学部・ 生物学教室の 柳 

沢 富雄幹事長，矢崎育子庶務幹事，上村伊佐 緒 会計幹事の諸兄姉に 心よりお礼申し 上げたいと存 

じます。 健全かつ厳正社会計のもとで ， 当 学会の直接の 運営を円滑に 行って頂いたことを 会員各 

位 と共に心より 感謝の意を表します。 

引 ぎつづき事務局を 早稲田大学・ 教育学部・生物学教室の 家 増 郁夫先生にお 願いいたしました 

ところ 心よ く御引き受け 頂き誠に感謝に 耐えません。 雑作なお役目を 御引き受け頂きました 安堵 

郁夫幹事長，並木秀男庶務幹事，藤原昭子会計幹事の 諸兄姉に深く 謝意を表する 次第です。 

昭和 f60 年 6 月 11 日 

会 長 加 藤 淑 裕 

新事務局あ いさつ 

この度，思 い 掛けなく発生生物学会の 事務局をお引き 受げすることになりました。 われわれ一 

同事務を滞なくできるかどうかについては 全く自信があ りませんが， ご 迷惑をお 掛 げしないよう 

努力するつもりです。 なにか事務上の 間 題 がございましたらお 知らせ下されば 幸いです。 今後約 

2 年間， よろしくお願い 致します。 

日本発生生物学会事務局 

早稲田大学教育学部生物学教室 

幹事長 安 堵 郁 夫 

庶 務 並 木 秀 男 

会 計 藤 原 昭 子 

6.  第 18 回大会を終えて 

大会委員長 大 西 英 爾 

立場とい 5 のは不思議なものであ る 0 大会をお引受けしてから ，それまでは 考えてもみなかっ 

たことをいろいろと 考えさせられた。 まず，大会とほ 何ぞやという 事であ る。 皆 ，何を求めて 大 

会に参加するの た ろ 5 か 。 1. 自分たちの成果を 報告し ， いろいろアドバイスを 得る。 2. 全国の同 

学の上に会 い ，旧交を温め ，刺激を受ける。 3. 専門外の周辺の 知識を増やす ，などだろうか。 1. 

2. に対しては，なるべく 研究交流の・ ぼ 較量を大きくする 工夫が必要であ り，また，居心地の 良い 

休憩室，そして 懇親会だろうか。 3. に対してはワークシ ， " プ ，シンポジウム ，特別講演となろ 

う 。 もうひとつ，発生生物学のよ 5 な サテライト学会の 存在意義は何だ る 5 か 。 動物学会などの 

ような 親 学会の縮小コピ 一になっては 何の意味もない 筈であ る。 加藤会長の言葉のように ，発生 

生物学会の会員数が 適正サイズ ソ ならば，そのサイズをどのように 有効に生かすのか ，という 問 

題 もあ る 0 

一般発表をすべてポスターとしたのは ，実に簡単な 算術の問題から 出発している。 昨年の熊本， 
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一昨年の松山とも ，一般発表は 約 120 題，これを講演型式で 質問時間を含め 1 題 20 分とすると， 

2 会場 3 日間を殆んど 埋めて余り余裕がでない。 もしも熊木や 松山よりも交通に 便利な名古屋で 

大会を行なえ ぱ ，講演題 数は 恐らく 2 割増くらいを 覚悟せればならないだろう。 そ う すると シソ 

ポジウム，ワークシ。 ップ などを削るか ，一題あ たりの講演時間を 減らすか，あ るいは会場の 数 

を増やすか以外にはない。 これは，いずれもやりたくないと 思った。 大袈裟にいえば ，発生生物 

学会の大会のあ り方の根幹にかかわると 思ったのであ る。 そして，そのほ ぽ 唯一の解決策は ， ポ 

スタ一型式の 大幅導入であ った。 ポスターは準備にかなりの 手間を食い ， 持ち運びにも 不便です 

が ，質問時間の 限られた講演型式とは 異なり，自分の 知りたい点をトコト ソ 尋ねることができる 

という大きな メり " トを 持っている。 ポスターを導入する ヱ とにより，初日は 午後からとい 5 昨 

年の運営委での 御 提言を実現し ，またワークシ " ップ のほかに特別講演の 時間も作り出すことが 

できた。 ポスタ一型式と 講演型式にはそれぞれ ，一長一短があ り，その得失は 一概にはいえない 

と 居 、 ぅが ， 当 学会の発展型式としては ，あ わせて 御 検討願いたいと 居 、 っている。 尚 蛇足ながら， 

ポスタ一の上手なデイスプレイの 工夫や，質問者が 特定の発表者を 長時間独占しないなどの ， ポ 

スター セ " シ，ソ をより効果的にする 工夫も必要と ぼ けが，これは 回を重ねることによって 自然 

と 身につくことだろう。 

ワークシ， " プは 公募とし，主催者側は 何もしなかった。 にも拘らず三件という 手頃 な数の応 

募 があ り，しかも細胞 外 マトリックス ， 袖 形成，モデル 作りという，それぞれ 発生生物学の 根木 

にあ るテーマの揃ったことは ，奇跡に近い 偶然であ った。 ワークシ， ップ の成功は，企画・ 運営 

すべてに 造 られた世話人の 手腕によるものであ る 0 土曜の午後というのに ，三会場とも 最後まで 

立錐の余地もなく ，熱心な討論が 続いていた。 B, C 会場でほ電気配線の 具合が悪く，再三に 渡 

って停電して 御 迷惑をおかげした。 参加者の皆様にお 詫びしたい。 

  

  

特別講演は京大の 木瓜教授と， 基生 研の岡田所長にお 願いしたが，それぞれ 含蓄のあ る 名 講演 

であ ったと思 う 0 スピ一ヵ 一 システムが老朽なのと ，ホールの音響効果が 悪いことから ，音声の 

聞きずらかったことは ，全く残俳なことであ った。 

発生生物学会と 似たようなサテライト 学会に日本動物生理学会があ る。 この学会のサーキ ， ラ 

一 「動物生理」第 1 巻第 4 号に山元大輔氏が 第 6 回大会の印象記を 寄せているが ，この種の文と 

しては異例の 率直さで大会の ( とくにオーラルセッシ。 ソの ) 低調さを嘆いておられる 0 同じ 動 

幼生理の第 2 巻第 1 号には，この 文を受けて鈴木龍夫氏が「動物生理学会の 老化問題」と 題して 

大会のあ り方を論じておられる。 発生生物学会の 大会は，異常なまで 上に熱心な会員の ヱ ネルギ 

- に 支えられていると 思われるが，画学会の 違いは学問の 性格によるものか ，会員の年齢層の 違 

いに よ るものか，画学会に 出席された方があ れ ば 御意見を承りたいものと 届 け。 名古屋での ポス 

タ一 採用を契機として ，大会のあ り方についての 論議が沸騰するなら ぱ， 私たちの望外の 喜びで 

あ る。 

大会運営は予備実験も 追試もない一発勝負で ， 馴れぬ仕事にとさどう 事も多かった。 かえり み 

て 始めて言えることかも 知れないが，大会はなるべく 人手も金もかげない ，さりげない 企画と運 
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営 が理想ではあ るま いか 。 名古屋でもボードの 借用やその他に 利用したが，最近進出して きた 

「学会請負 い 業者」も，積極的に 利用するのも 良いだろう。 それでなくとも 雑務の多い日本の 大 

学・研究所に 研究と教育以外の 用事を持ち込むことは ，できるだけ 避けるべぎと 届けからであ る。 

大会の成否は ，参加される 会員の活力に 依存している。 私たちは，名古屋の 会場で熱気あ ふれ 

る討論を展開した 参加者の群像に 脱帽した。 明年また風薫る 頃 ，筑波の研究学園都市で 生気の満 

ちた大会が持たれることを 確信するものであ る。 

7. 第 18 回日本発生生物学会大会決算書 

1. 収入の部 

参加費 

( 一般参加費 ④ 5,000x221 人 ) 

( 学生参加費 ④ 4,000x 70 人 ) 

学会木部からの 補助金 

要旨 集 印刷費送料補助 

広告掲載料・ 展示 料 

利 子 

1,385,000 n 

(1,105,000) 

(  2801000) 

250,000 

504,000 

653.600 

4,120 

合 計 

2. 支出の部 

会場使用料 

会場設営 費 

講師旅費謝金 

アルバイト人件費 

懇親会茶菓 代 

  通信・郵送費 

事務用品購入費 

  円
 

2
 

0
 

4
 

2
 

1
 

7
7
 

フ
 
6
 
g
 

1
9
1
 

7
 
2
 

421.600 

129,000 

574,880 

189,433 

60,055 

22,950 

準備委員会・ 開催 費 53,126 

印刷費 36,260 

講演要旨実印刷 480,000 

同 送料 24,000 
合 計 2.1821446 

3. 残 金 614,274 

以上，第 18 回大会準備委員会 

なお上記残金は 全額，学会に 寄付いただきました。 

昭和 60 年 6 月 1 同 学会事務局 
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8 の 1.  Ep ㎏ 0netlc な 学会でした 

松 田 良 一 ( 東京都立大・ 理 ・生物 ) 

動物の発生過程における 微 環境の果す役割は 大きい。 細胞間相互作用によって 細胞同志がその 

発生運命や分化過程に 影響を及ばし る うためと考えられる。 第 18 回の発生生物学会大会も 学会員 

という細胞が 集まり，学問的に 影響しるうのに 好適性微環境をつくったといえる。 その主たる 原 

因は言うまでもなく 発表形式をこれまでの 一方的な口演からポスタ 一中心にしたためであ ろ 50 

これによって 会場全体が議論の 熱気にあ ふれ，とかく「すまし 顔 」だった学会発表が 実に人間臭 

い event となった。 お互いに研究内容が 近ければ近い 程，ポスタ一のデータを 目の前にして 実験 

条件や技術などについての 細かい議論ができたし ，畑の異なる 研究に対しては ，口演形式では 靖 

曙 するようなごく 初歩的質問もすることができた。 また，そのような 質問も受けた。 概して，そ 

の ょう な質問の中に 研究に対する 励ましや，時として 痛烈な批判がふくまれていることがあ る。 

また各人が自分の 仕事に対する 世人の関心度を 膚で知ることができる ( もっとも流行と 学問は本 

来 無関係であ るが，公費で 研究をしている 限り無視することはできないで ろ 5) 。 さらに議論は 

発表内容に関することから 研究費の問題や ，大学と研究所との 研究態度の相違といった 話題にま 

でヱ スカレート (?) することもあ った 0 これら全てがポスターを 前にして行なわれたのだから 参 

加 者同志の相互作用も 大したものであ った。 その他細かいことを 書けば， 

0 ポスターは一日中掲示した 方が良いと 届 け ( 発表者は 2.5 時間性いれば 良いとしてだが ) 。 発表 

者にとっては 発表時間に他の 会場のポスターを 見てまわることはできないわけだから。 

0 発表者がいなくとも 必須な内容は 見る人間にわかる 様に自己説明レイアウトをとるべきであ ろ 

う 。 

0 ポスタ一の使用言語は 日本語を原則とし ，英文アブストラクトを 添えるよ う に統一した方が 良 

か だろう。 

0 ワークシ， ップ では筆者は A, B 画会場を「はしご」したが ，企画は成功でどちらも 興味深か 

った。 ただ B 会場で発表の 最中に 10 回以上も電源トラブルがあ ったのは残俳であ った。 

これも口演形式の 技術的問題点を 浮きぼりにしたといえる。 

0 ポスターをもっと 話題別にしてミニシソポジウムないし 簡単なワークショップと 組みあ わせる 

と面白かったかもしれない。 

0 それにしても 足が疲れたので 会場の広さやいすの 数についてもう 少し余裕が欲しかった。 

0 大会主催者側にとってもポスタ 一の方が口演形式より 会場設営が容易だろうと 思えた。 これな 

らと大会をひぎづける 大学がふえるのではないだ る 5 か 0 

翻って 今 ，何故，学会大会があ るのか考えてみよう 0 

単に研究成果の 公表のみであ れば出版物でこと 足りる ほ ずであ る。 この情報メディアの 発達 著 

しいなかで，あ えて大会を催して ，全国から高い 旅費を払いながらも 人々が集まってくるのは 単 

に 発表が目的なのではなく ，皆が人と人との ( 学問的な ) skin s Ⅲ p を期待しているからではな 
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か だろうか。 従がって，参加者同志の コ， " ニケーシ， ソを 主体としたボスタ 一中心の大会はこ 

れからの学会にふさわしいものであ ろ 50 

今回の大会で 学会の存在理由，大会での 情報伝達形式について 一考をうながし ，首尾よく大成 

功 に終らせた大西夷 繭 大会委員長はじめ 名 大の スタ " フ ・学生の諸氏，協力下さった 中部地区の 

多数の大学・ 研究機関の方々本当にご 苦労様でした。 筑波大の皆様，来年を 期待しています。 

8 の 2   

  

米 田 満 樹 ( 京人。 理 ・ 動 ) 

口頭発表をやめてポスタ 一だげにする 方式は，この 学会の大会としては 初の試みだ。 名古屋の 

準備委員会からの 案内を見たと ぎ， 私はその試みに 俄 かに賛成という 気にはなれなかった。 口頭 

発表でなら「公開の 場での討論」の 機会が約束され ，いうまでもなくそれが 一般聴衆にとっての 

共有の知識となり ，結果としてそれぞれの 仕事が，あ るいは ヵッサイ を浴び，あ るいは ケチ がつ 

いて公に認知されるのだけれど ，それらはポスターセッシ ， ン によってほかなえられない ，とそ 

のとき考えたからだ。 

大会当日のポスターセッシ ，ンの ，まるでお祭りのような 賑わいには驚いた。 参会者の皆さん 

と 同様私も数人のポスタ 一の演者達 と ，まことに詳しく ，しつこく，かつ 親しく話をかわす 機会 

を 得た。 初回にも関わらず ，ポスタ一方式の 独特のメリットが 十分に生かされたというべきであ 

ろう。 演題を出さなかった 参会者も，例年のよ 5 に黙って発表を 聞くのでなく ，演者達との 会話 

を通じて，まさしく 学会に参加したという 気分をもったにちがいない。 

ポスタ一のでき ぱ えは「もうひと 工夫したらよいのに」と 思えるものが 多く，ポスタ 一だけで 

話 が自明というめげにいかなくて ( ポスターは読むものじゃない ，眺めたらわかるべきものだ ， 

と 私は思っている ), しばしば「始めから 説明して下さいよ」と 頼 むほどだったのに ，なおこん 

なに熱気のあ ふれた盛り上りになったのは ，発生生物学会ならではのことであ ろ タ 。 

だがお祭りがすみ ，研究室にもどってから 私はふっと気づいた。 ことしの大会では ，何としば 

しば身近の仕事や ， わ け 知りの相手とばかりつぎ 合っていたことか。 未知の人達，未知の 分野の 

ことを何と少ししか 学ばずに帰ったのか。 何しろ 1 セッション当り 32 個のポスターを 読みとおせ 

るわ げがない，まるで 32 の会場を 2 時間半でまわるようなものじゃないか ，これはきき 手の側の 

言い分であ ろう 0 だがポスタ一の 演者にはオプシ " ソ はなく，他の 31 のポスターをみるために 席 

を外すわげにもいかず ，しかも場合によっては 客がひとりもつかないことだってあ る。 知名度が 

あ り，または確立した 分野に関わる 人々にとってポスターはまたとない 濃密な研究交流の 場を提 

供するであ ろうが，初めて 学会に登板する 人，未開の分野を 手がげる人にとって ，ポスタ一方式 

が・ ぼ報 伝達のいい手段にはなりにくいと 届 け。 学会の双に予想したとおり ，これは個人的な 交流 

を 深めるだけで ，研究が公表・ 認知されることにはならないと ，私は実感した。 

研究が公開され ，参加した会員によって 評価を含めた 認知をされることが ，現代の研究者にと 

っては死活のことだ。 それは科学研究費の 配分をづけるヱと ，ポストをうることと 結びついてい 
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る 。 公の認知の場が 学会を措いて 他にあ る筈がない。 

個々の研究者の 年ごとの状況によって ，また話の内容によって ，ポスター悔したい 年もあ り， 

また口頭発表でないと 困る年もあ ろう。 どちらも自分で 選べる方式が 私には望ましい。 そのため 

に 必要なら会期が 延長するのもよいであ ろう。 以上次回大会への 私の希望であ る。 

8 の 3.  ポスターセッション 体験記 

  

  

片 桐 千 明 ( 北天・ ロ ・動物 ) 

例年 5 月 中 ～下旬に開かれる 発生生物学会は ，樹 々が新芽をふきはじめているとは 言っても朝 

夕スト一 ヴを 離せない北海道から ，一気にむ せ かえる初夏のなかに 放り出される ，という独得の 

季節感を私には 伴っている。 今年も ，ッッジ が咲き乱れる 名大・豊田講堂の 前の芝生で九州から 

来られた先生と 久しぶりで語らうときをもったのも ，この学会ならではの 体験であ った。 

さて，今大会の 感想を一言でのべれば ， " 疲れた " ということになろう。 その背景には ， 明ら 

かに ポスター展示という 発表形式に対する 当方の不慣れがあ る。 これまでにもいくらかの 経験が 

あ るとはいえ，全ての 発表がポスタ 一で行われた 学会ははじめてであ り，この大会での 体験は ， 

単に発表形式の 問題に限らない ， meeting とい 5 ものの意味を 考えさせる よ い機会を与えてくれ 

たといえる。 主催者がこの 発表形式を選択された 動機のひとつは ，講演 数 が年々増加するに 伴い， 

2 会場でしかも 講演時間を短縮せざるを 得ない悩みを 打開するところにあ ったと推察される。 そ 

の限りでは，昨年とほ ぱ 同数の一般講演を 実質 1 日 半 で消化できたところにもみられるよ う に ， 

成功している。 一方，参加する 側からは，細かい 点では例え ぱ 与えられるパネルが 何色であ るか 

というようなことも 含めて，若干の 情報不足から 展示の効果についての 不安を予めもった 演者も 

いたに違いない 0 とはいえ， 1 日目の午後いざ 展示が始まると ，たちまちそこここに 人垣ができ 

上って活発な 質疑が自然に 交され，熱気があ ふれたのはさすがであ った。 

こうして実際に 討議に加わってみると ，参加者に求められる 要件のいくつかがわかってきた。 

まずポスター 展示の場合は 討論に参加せぬ 視聴者という 立場は殆んど 意味がなく，また 限られた 

時間内によく 理解しようとすれば ，その研究に 関しては mntreduction を不要とする 程度の予習 

が 望ましいこと。 つぎに 30 の展示が 3 会場で同時進行している 状況にあ っては，特定の 展示に長 

・くかかわり 過ぎると他への 参加が不可能 E なり，多くの 展示にあ たろ う とすればかなり 意識的な 

自己調整が必要であ ること。 私 私自身についていえば ，この調整がうまくできなかったためいさ 

さかのブラストレーシ。 ソが 残ってしまった。 ともあ れ， これらはいずれも 口頭発表を聴くのに 

くらべてわれわれに 主体的参加を 要求するものであ って，それが 上述の。 渡れ " を 感じさせたの 

であ ろう。 もうひとつの 問題点は ， 同じ時間帯に 展示を行っている 発表者と直接討論するチャ ソ 

スが 無いことであ り，これは互いに 近い分野の人が 重なる場合が 多いだけに具合が 悪い。 このあ 

たりが口頭発表と 著しく異なるところで ，展示をアレンジする 際の技術上の 標題といえるだ る 5 。 

というような 次第で，ひとつには 参加のしかたのまずさも 手伝って，直接討議に 参加した以外 

0 発表に関する 印象が散 慢 なのは残俳であ る。 ひるがえって 口頭発表では ，情報を居ながらにし 
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て得られる安直さとか 個々の細かな 実験データ よ りは，その研究の 意図とか論理の 展開の流れを 

通して多少異なる 分野の仕事からも 触発されるチャンスが 多いはずで，この 利点こそを有効に 用 

いるべきであ ろう。 またひとつの 研究に対して 公開で行われる 質疑や批判を 眼のあ たりにするこ 

とによって，いかに 多くを学んでいるかについて 改めて考えたことであ った 0 もっとも，展示形 

式で行われる 密度の濃い論議にも 楽しみはあ り，私自身も 自らのポスターを 前に質疑を重ねる う 

ちに潜在的にあ ったアイディアが 顕在化するのを 体験したし，展示に 対する直接的な 反応を興奮 

の面もちで語る 院生が身近にいたこともつげ 加えておきたい。 当然のことながら ，発表が口頭か 

ポスターかは 研究の内容・ 特性に見合わせて 決められることであ り，今大会の 体験はそのための 

貴重な判断材料をもたらしてくれた。 思いきった企画をされた 準備委員会の 方々に感謝と 敬意を 

表したい。 

ポスターセッシ " ソ についての感想を 書きつら ぬ るだけで，与えられた 紙面が尽きてしまった 

が，免疫 グ p ブリ ソと クリスタリ ソ 蛋白遺伝子の 発現調節という 現在の細胞分化のモデルの 沢蟹 

をなす課題にとりくむ 当事者お二人による 特別講演は，それぞれ 個性があ ふれまた時宜を 得た企 

画 であ ったし，最終日午後の 3 つのワークシ ， ップ も意欲的なもので ，いずれに出席すべきか 迷 

う人が多かったに 違いない。 

9.  成漢寄付金による l SDB 参加旅費援助者の 選考結果 

  

成 度科学器械研究所寄付金に よ る海外出張旅費援助 ( 第 2 回，第 3 回前期分 ) を下記の通りに 

決めた。 

A. 選考委員 : 選考委員として 新たに運営委員の 塩川元一郎氏 ( 九天 ) が加わり，加藤会長， 平 

本 幸男氏，柳沢幹事長の 4 名で選考を行った。 

B. 昭和 59 年度援助者の 辞退 : 第 1 回の援助者に 採択された 2 名のうち，山崎宮代子氏 ( 名 大研 

究生 ) から，他所からの 出張援助金が 得られたという 理由で，辞退の 申し出があ った。 

C. 援助金額 : 昭和 58 年度の援助金 50 万円，上記辞退方 25 万円，および 60 年度分の 5 ち 25 万円 

( 前期分 ) を予定していたが ， 成 度科学器械から 学会を通して 平本氏 ( 東工大 ) に別枠として 

50 万円の寄付があ り，そのうち 25 万円について 平本氏から辞退の 旨表明があ ったので，これを 

加えて総計 12R 万円を今回の 援助金の対象 額 とした。 ( 別表参照 ) 

C. 選考結果 今回はサーキ ，ラー 48 号 3 頁に記した様に I SDB 国際会議 (Los Angels) の 出 

店者を対象として 4 月 27 日に選考が行われた。 

選考の基準は ，研究内容の 評価の他に 1) 発表者であ る。 2) 学会に active に参加してきた 人 。 

3) 年齢，地域，学問分野が 片寄らないよう 分散させた。 4) 比較的日本に 近いことから 25 万円を 

20 万円 づ つとして 1 人でも多くの 人にわたる よう にした等であ る。 

選考の結果は 下記の通りであ り，第 33 回運営委員会に 報告した。 

( 採択者の氏名 は アイ ウヱオ順 ，括弧内は支給金額， I SDB 会議申込書写し 以外の添付書類 ) 

同形清和 ( 基生研 助手 ) (20] : 推薦 状 ( 江口吾朗教授。 岡田節人教授 ), 業績リスト 
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浅島 誠 ( 横浜市大教授 ) (20) : 1, 。 Intern. Symp. Cell Endocrmnnology 招待状 

雨宮昭南 ( 東大・臨海・ 助手 ) (20) :Woods HoIe ウニ 胚 発生学シソポジウム 参加，業績リスト 

佐野 清 ( 北里大・助教授 ) (20) : S. S. Koide 博士 ( ニ，一 ヨーク，ポピュレーシ " ソ ・カウ 

ソレル生物医学研究センター・アソシ 目一 トディレクターより 招待状 

松井大筒 ( 名犬・研究生 ) (20) : 推薦 状 ( 星 元紀教授 ), 研究概要および 業績リスト 

吉永一也 ( 無人・助手 ) (20) : 推薦枕 ( 藤本十四秘教授 ) 

( 別枠 )  平本幸男 ( 東工大教授 ) C25 コ 

援助金合計額 145 万円 

端数の 5 万円は予備費とした。 この結果 成茂 寄付金め現在までの 収支は次の表のようになる。 

( 利子は省略 ) 

別表 5  60.  5.  9 

収入 ( 万円 ) 支出 ( 万円 ) 

1 回 昭和 5S 年 50 0 

2 回 昭和 59 年   50 25 

3 回 昭和 f60 年 100 145 

累 き十 200 170 

10 ・学会による lSDB 招待講演者への 旅費Ⅰ部援助 

日本発生生物学会会員で ISDB Los 会議で招待講演者として ，またワークシ。 " プオーガナイ 

ザーとして活躍なさる 竹市 雅俊氏 ( 東大・ 理 ・生物物理 ) と岡田盤古 氏 ( 筑波大・生物 ) の 二 氏 

に旅費の一部としてそれぞれ 10 万円すつを学会より 贈った。 ( 第 33 回運営委員会決定第 18 回総会 

承認 ) 。 

Ⅱ・第 3 回 成 浅海外出張旅費援助の 募集 

第 3 回後期分として 1 名 (25 万円 ) を募集します 0 

応 募 締 切 昭和 60 年 12 月 15 日 

申請用紙送付 先 早稲田大学教育学部 生物学教室内， 日本発生生物学会事務局 

〒 160 新宿区西早稲田 1-6-1 

申請用紙は上記新事務局に 御 請求下さい。 申請用紙の他，推薦 状 ，相手方の招待状などを 添え 

ても 構 かません。 ( サーキ，ラ ー m.48, M.50 参照 ) 

12. 昭和 61 年度ナポリ臨海実験所派遣研究者募集要項 

日本学術振興会 

1. 趣 旨 

日本学術振興会は ，国際学術交流事業の 一環として，昭和 40 年度以来イタリアのナポリ 臨海実 

験所 (Stazione ZooIogicadi Napoli-1874 年に設立された 国際的な海洋生物学の 研究機関 ) に 研 

一 10  一 

  



死者を派遣している。 なお，この事業は 昭和 59 年度から，制度的に 本会とイタリア 学術研究会議 

(NationalRese 打 ch Council of Ital 卜 lCNR) との間で実施している 研究者交流事業の 下に組込 

んで実施している。 

2. 募集資格 

派遣の対象となる 者は ， 我が国の大学等学術研究機関において 常勤の研究の 職に就いている 研 

究者であ ること。 

3.  対象分野 

海洋生物学の 分野 

4. 募集人員・派遣期間 

ウ教授・助教授 級 1 人 2 週間 - 1 か月 

金 助手 紋 1 人 4 6 か月 

5. 経費負担区分 

金本会負担 : 渡航費 一 可能な範囲の 低廉航空 賃 

ウ CNR 負担 : 滞在費一短期 l00.000 リラノ 日 

長期 1,200 ， 000 リラノ同 

国内旅費一実費支給 

6.  申請手続 

希望者は，その 所属する大学等学術研究機関の 長の承諾を得て ， 次の書類を提出すること。 

1)  ナポリ臨海実験所派遣研究者申請書 ( 様式 1) 

正本 1 部 写し 4 部 ( 使用用紙 A4 に限る ) 

2)  派遣研究者申請者調書 ( 様式 2) 

正木 1 部 写し 4 部 ( 使用用紙 A4 に限る ) 

7.  申請受付期間 

昭和 f60 年 10 月 1 日 ( 火 ) ～昭和 60 年 10 月 31 日 ( 木 ) 必着 

8. 選考ならびに 結果の通知 

昭和 f6(N 年 nl 月中旬にナポリ 臨海実験派遣研究者選考会を 開催し，派遣研究者の 選考を行 う 。 選 

考の結果については ， 12 月上旬ごろに 通知する。 

なお，派遣に 際しては，事前にイタリア 学術研究会議の 承諾が得られることが 必要であ るので， 

正式の採用通知性その 結果を待って 行う。 

9. その他 

募集に関する 問合せまたは 申請書式の入手を 希望する場合は 下記に連絡すること。 

〒 102 東京都千代田区麹町 5-3-1 ( ヤマトビル ) 

日本学術振興会研究協力課 

ナポリ臨海実験所派遣研究者休 

電話 (03) 263-1721 W 代表 ) 
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昭和 61 年度 m 山科学振興財団への 研究援助候補推薦について 

山田財団から 研究援助候補推薦要領が 届きました。 応募なさる方は 学会事務局へ 推薦 書 用紙を 

申し込んで下さい。 

  

1) 推薦 書 用紙送付 :60 年 9 月 

2)  申請期限 :61 年 1 月末日 ( 発生生物学会事務局あ て郵送 ) 

3) 学会内審査 : 2 月 

4) 財団へ推薦 : 3 月上旬 

推薦要領は次の 通りです。 

13. 昭和 64 年度山田科学振興財団研究援助候補推薦要領 

援 助 の 趣 旨 

本 財団は，自然科学の 基礎的分野における 重要かっ独創的な 研究に従事する 個人又はバループ 

に 対し援助します。 

援助の金額及び 期間 推薦締切期日 本財団へ推薦 書 が到着する 締 
イ ．金 額 初期日は昭和 6W 年 3 月 31 日 ( 月 ) です。 
(A)  1 千万円前後 2 千万円以内の 選考方法 選考委員会において 選考の うえ， 

援助 CB) 3 百万円前後 5 百万円以 理事会が決定します。 
内の援助 併せて 10 数件 選考結果の通知 昭和 61 ヰ @-6 月末造 に 推薦者 

ロ ・期間 1 年を原則とします。 研究の 及び代表研究者等にあ てて通知します。 
継続を必要とする 場合は，毎年提出 援助金の贈呈 昭和 61 年 6 月及び 12 月に 2 分 

された推薦 書 に基づき選考します。 劃 して支給します。 

推薦方法 推薦 書 送付先及び連絡先 

ィ ・推薦者 本 財団が依頼した 学 ( 協 ) 会 財団法人 山田科学振興財団 

0 代表者 (Yamada@ Science@ Foundation) 

". 推薦件数 1 推薦者ごとに (A), (B) 〒 544 大阪市生野区 巽西 1 丁目 8 番 1 号 
おのおの 1 件 コート製薬株式会社内 

ハ ・推薦手続 推薦者は，以下の 書類を 電話大阪 (06) 758-1231 p 一ト 製薬株 

整え ， ご 送付願います。 式 会社坪田 
1. 所定の推薦用紙 又は その写しに 研究の成果又は 会計の報告 

必要事項を記入したもの 5 部 援助金の受領者に 対して，必要に 応じ ， 

2. 添付書類 ( ぺージ・ 研 -5 参照 ) 研究経過，研究成果又は 会計について 報 

記載上の注意 吉書の提出又は 発表を求めます。 

イ ． 黒 インクで明瞭に 記入して下さい。 付 

". 紙面不足のときには ，同型同大の 別 イ ．援助金の使途を 変更する場合には ， 

紙 で追加して下さい。 予め本財団の 承諾を得て下さい。 
ハ ．推薦 書 第 1 頁欄外の脚注には 記入し p, 援助金から支出することのできない 

ないで下さい。 経費は，文部省科学研究費の 場合に 
ヱ ．代表研究者は 所属する大学 ( 部等 ) . 準 まじ す 。 

研究機関等の 長から 本 援助の申込を ハ ．研究成果を 文書によって 発表される 

することについての 承諾を得て下さ 際には， 木 財団 ( 財団法人 山田 

い 0 科学振興財団， Yamada  Science 
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14. m 山科学振興財団の 来日派遣集会の 援助について                         

昭和 61 年度の援助について 下記のように 募集を行う旨通知をいただきました。 

申し込み用紙の 請求，その他細部については 直接，財団にご 連絡下さい。 援 助 名 募集開始 締 切 目 

来 

f60 年 4 月   1    日   
60 年 11 同 30 日 

C61 年 4 月 @  W2 年 3 月分 )   
長 期 間 派 遣 

60 年 4 月 1  日 6(W 年 11 月 30 日 
(61 年 4 月 -62 年 3 月分 ) 

短 期 間 派 遣 
( 例 :f60 年 10 月出発の場合 660 年 6 月 15 日が締切目 ) 

出発 月 04 ヵ月前の 15 日が締切目 

学 術 交流集会 
f6(W 年 4 月 1 日 60 年 9 月 30 日 

(61 年 4 月 @  62 年 3 月分 ) 

申込書送付先及び 連絡先 財団法人 山田科学振興財団 

CYamada Science Foundation) 

〒 544 大阪市生野区 巽西 1 丁目 8 番 1 号 

ロート製薬株式会社内 

話 電 大 阪 (06) 758 局 1231 

ロート 製薬株式会社坪田 

15. 国際生物学賞ほついて 

下記の趣旨で 斬 らたに国際生物学賞が 設げられ，本学会にも 会長あ てに推薦依頼が 届きました 

のでお知らせ 致します。 

国際生物学賞概要 

1. 趣 旨 天皇陛下在位 6(@ 年と陛下の長年にわたる 生物学の御研究をお 慶び 申し上げ，これ 

を記念するとともに 生物学の奨励を 図るため，国際生物学賞を 設ける。 

2. 名 称 和文名 国際生物学賞 

英文名 International Prize for Biology 

3. 授賞者 国際生物学賞委員会 

委員長 君津 廣巳 ( 日本学士院長 ) 

構成 40 名以内の委員で 構成し，本委員会の 下し運営委員会，審査委員会及び 

募金委員会を 置く。 

所在地 東京都千代田区麹町 5-3-1  ヤマトビル 
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日本学術振興会内 

設 立 昭和 60 ヰ -4 月 25 日 

    受賞者生物学の 研究において 世界的に優れた 業績を挙げ，世界の 学術進歩に大きな 貢献 

をした研究者。 原則として毎年 1 人とする。 

    受賞分野受賞分野は ，各年度毎に 決定する。 昭和 60 年度は「系統・ 分類学を中心とする 生 

物学」とする。 

6. 選 考国際生物学賞委員会が 毎年決定する 分野における 研究者について ，内外の有識者 

からの推薦に 基づき，国際生物学賞委員会の 審査委員会が 審査選考 し ，国際生物 

学賞委員会が 決定する。 

7. 顕 彰受賞者にほ ，国際生物学賞 ( 賞状，賞牌，副賞 1.000 万円 ) を授与する。 また， 

受賞者に対してほ ， 賜品 が下賜される よう お願い申し上げる 0 

8. 授賞式 授賞式は，受賞者夫妻を 招いて，毎年秋東京で 行 う 。 

なお，授賞式にあ わせて国際 シソボゥム を開催する。 

9. 基 金 木賞のため，日本学術振興会に 寄付金等に よ る特別基金を 設ける。 

16. 日本学術会議第 97 回総会報告 

一 第 12 期最後の総会会則改正および 諸勧告・要望を 採択一一 
日本学術会議広報委員会 

第 97 回日本学術会議総会は ， 4 月 16 日及び 17 日の両日にわたって 開催された。 この総会は第 12 

期としては最後の 総会であ った。 第 1 日午前 9 時 30 分，会長報告を 始まり，各部，各常置委員会 

及び特別委員会の 報告が行われた 後，諸提案の 審議に移り， 2 日間のうちに ，法改正に伴 5 会則 

の改正及び関連する 申合せ，並びに 1 勧告と 3 要望の諸案を 可決し，さらに 科学技術会議第 11 号 

答申について 意見交換を行った。 審議が順調に 進捗したため ，予定の会期を 短縮して 2 日間で総 

会を終了することができた。 

会則の改正 

日本学術会議法の 改正に対応して 会則の改正案が 長期間にわたって 規則等策定委員会 ( 特に内 

部 組織分科会 ) で検討されてきたが ，ようやく原案がまとまり ，会長から総会に 提案された。 そ 

の主要な点は ，㈹運営審議会の 構成員を，会長，副会長，部長，副部長のほか ，各部の幹事とす 

る。 (2 腿営 審議会が常置又は 臨時の委員会の 審議に関連する 重要な事項を 議題とするときは ， 関 

係 委員会の委員長又は 幹事の出席を 求めた げ ねばならない。 ㈹運営審議会は 任務の遂行上必要な 

委員会を，総会の 議決を経て，附置することができる。 (4) 法第 15 条の 2 で定める常置の 委員会は， 

「当分の間」別表で 定める国際学術交流，学術体制，研究費問題，長期研究計画，科学者の 地位 

及び学問・思想の 自由の各委員会とする。 (5) 法 第 lR 条の 2 に基づき，総会は 臨時の委員会を 置く 

ことができる。 特に緊急の必要があ れば，運営審議会が ，総会の事後承認を 条件として，これを 

置くことができる。 というものであ る。 審議の過程で ，字句修正の 意見は別として ，最も問題と 
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なったのは，常置委員会の 列挙にかかわる 規定であ った。 常置委員会の 編成の見直しについては 

次期の会員による 審議をまつこととし ，新たな結論がでるまでは 取りあ えず現行の常置委員会を 

存続せしめるという 趣旨で， 「当分の間」という 表現が選ばれたのであ る。 投票による採決の 結 

果 ，賛成 108, 反対 20 ，白票 6 で原案どおり 可決された。 

これに関連して ，第 12 期の会員の任期中，臨時委員会として ， ヱ ネルギー・原子力，学術情報 

・資料，発展途上国学術協力問題，環境問題，国際協力事業及び 規則等策定の 各特別委員会を 引 

き続き存続すること ，取り分け国際協力事業特別委員会についてはその 特殊 牲 にかんがみ，活動 

に 空白期間の生じることを 避ける措置をとる ょ 5 第 13 期に期待する 旨 ，申し送ることを 申し合わ 

せた。 また運営審議会附置委員会として ，日本学術振興会，広報，財務，勧告等，国際会議主催 

等検討，二国間学術交流及び 研連 検討の各委員会を 引き続き存続することも 申し合わせた。 さら 

  

  

に ，会長等の互選に 関する内規の 改正案が可決された。 

大学レベルでの 発展途上国との 学術交流の改善について 勧告 

発展途上国学術協力問題特別委員会の 提案に基づき ，次の勧告が 採択された。 

「大学レベルでの 発展途上国との 学術交流を可能にし ，また，促進するため ，国として次のよ 

う な新しい施策を 講じることを 勧告する。 ㈲発展途上国との 大学間学術交流のための 予算費目を 

国立大学に新たに 設けること。 (2@ 展 途上国との大学間学術交流促進のための 施策を公。 私立大 

単 に対しても講じること。 ㈹『国際学術協力基金』 ( 仮称 ) 設立の可能性を 検討すること。 」 

要望の採択 

第 7 部の提案にかかる「我が 国の脳疾患に 関する教育・ 研究・診療対策の 中心的課題として ， 

臨床神経生理学講座あ るいは部門の 新設及び医療体制の 確立について ，早急に適切な 措置を採 

る 」ための要望 案 ，科学者の地位委員会の 提案にかかる「研究公務員の 特殊性にかんがみ ，政府 

が研究公務員特例 法 とい 5 べき特別な法的措置を 講じること，その 際，機関の設置目的に 沿 5 限 

り，研究の自由と 成果の公表の 自由を保障すること ，任用，勤務評定，兼職，勤務時間と 場所， 

研修などについて 柔軟な運用を 保障すること ，機関の運営に 研究公務員の 自主性と自発性が 反映 

されるよ う ，これらの者の 代表によって 構成される組織を 機関内に設けること ，などに留意する 

こと」の要望 案 ，並びに同じく 科学者の地位委員会の 提案にかかる「婦人研究者の 地位の改善に 

資するため，大学・ 研究機関における 採用・昇進等の 状況と問題点，長期的見通しについて 調査 

し，その結果を 公開する機能をもつ 総合的調査機関を 政府に設置する」ための 要望案がそれぞれ 

可決採択された。 

会長の所感と 謝辞 

総会を終えるに 当たって，塚田会長は ，推薦制を基礎とする 新しい学術会議の 出発のための 諸 

規則の制定を 完了したことについて ，会員及び事務局の 協力に感諾 し， 併せて多年にわたる 有権 

者 各位の支援に 謂 意を表するとともに ，次期以降も 本会議が設立当初の 精神を踏襲して 活動を展 

開することを 期待する趣旨の 所感と 謂 辞を述べた。 午後 5 時，総会は幕を 閉じ，会員はそれぞれ 

の思いを胸に ， 暮れなずむ学術会議をあ とに三々五々散って 行った。 
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大学レベルでの 省展 途上国との学術交流の 改善について 勧告 

大学レベルでの 発展途上国との 学術交流を可能にし ，また，促進するため ，国として次のよう 

な新しい施策を 講ずることを 勧告する。 

㈹発展途上国との 大学間学術交流のための 予算費目を国立大学に 新たに設けること。 

(2) 発展途上国との 大学間学術交流促進のための 施策を公・私立大学に 対しても講ずること。 

(3)  「国際学術協力基金」 ( 仮称 ) 設立の可能性を 検討すること。 

脳 疾患に関する 教育・研究・ 診療対策としての 臨床神経生理学講座の 設置について ( 要望 ) 

我が国の脳疾患に 関する教育・ 研究・診療対策の 中心的課題として ，臨床神経生理学講座あ る 

いは部門の新設及びそれに 伴 う 医療体制の確立について ，早急に適切な 措置を採られることを 要 

堕 する。 

なお，上記の 講座あ るいは部門の 具体的な名称などは ，各大学の実情を 踏まえて決定されるこ 

とが望ましい 0 

  

また，国立大学のみでなく ，公私立大学に 対しても，この 要望の実現に 適切な支援，助成が 行 

われることが 望ましい。 

婦人研究者の 地位の改善に 資するための 総合的調査機関の 設置について ( 要望 ) 

婦人研究者の 地位の改善に 資するため，大学・ 研究機関における 採用・昇進等の 状況と問題点 

並びに長期的展望に 立った今後の 見通しについて 調査し，その 結果を公開する 機能をもつ総合的 

調査機関を政府に 設置される よう 要望する。 

研究公務員特例法の 制定について ( 要望 ) 

国立の研究機関及びこれに 準ずる組織 ( 以下「研究機関等」とい 5 。 ) に勤務する公務員教育 

公務員及びこれに 準ずるものを 除く。 ) で研究又は研究の 統 皓に 主として携わる 者及び研究的要 

素が含まれる 職務に従事する 者 ( 以下「研究公務員」という。 ) の特殊 牲 にかんがみ，研究公務 

員特例 法 ( 仮称 ) のような特別な 法的措置を講じられるとともに ，法制定に当たっては ，下記の 

点 に留意されることを 要望する。 

㈲研究機関等の 設置目的に沿 う 限り，研究公務員の 研究の自由，研究成果の 公表の自由を 保 

障すること。 

(2) 研究公務員の 職務の特質にかんがみ ，任用，勤務評家，兼任ないし 兼職，勤務時間及び 勤 

務場所，研修等については ，国家公務員法規定の 一律的適用を 避 け ，研究機関等の 設置目的 

に応じた柔軟な 運用を保障すること。 

(3) 研究公務員の 代表によって 構成され，研究公務員の 自主性，自発性が 研究機関等の 運営に 

反映されるような 何らかの組織を 各研究機関等の 内部に設置すること。 

(4) 地方公共団体又は 特殊法人の設置する 研究機関に勤務する 研究者についても 研究公務員特 

例 法 ( 仮称 ) を準用し得るみちを 開くこと。 
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仔 ・会 員 移 動 ( 昭和 60 年 2 月～ 5 日 ) 

く 新入会 ノ 所 属 ( ①テーマ ②材料 ) 

申 尽 せいし 誠之 放射線影響 研 ①細胞分化，癌化に 伴う細胞表層及び クロ 

( 日 ) 〒 734 広島市南区皆実 町 マチソ 構造の変化 ( モノクローナル 抗体 

6-11-9  402 号 ヰこ よる解析 ) 

②培養細胞 株 ・腫瘍組織 ( ヒト ) 

三宅敏彦 京都府立医大・ 二 病理 ①神経発生バリア 細胞 

②ラット・マウス・チック 等 

たけ 武居辛子 すぇさちこ 名犬・ 理 ・ 性 ①カイコ卵の 初期発生 

②カイコ Bombyx mori 

秋 元 義 弘 東大・ 理 ・ 動 ①ウニ 胚 発生に及ぼす 紫外線の影響 

②ウニ 

中山広樹 細胞間相互作用ひろき 阪大 ・ 医 ・癌研代講 ①細胞分化と ①細胞分化と 細胞間相互作用 

②マウス 

黒 田 秀 也 販人・ 医 ・病理病態 ①集合キメラを 用いた sl/sl 。 マウス不妊 機 

( 自 ) 〒 560 豊中市上野面 4-2-29  構の解析 

②マウス 

丸尾文昭 ふみぁ ま 筑波大・ 生 ① シ 。 ウジ， ウバヱ の初期発生に 必要な母 

性因子について 

② Drosophila melanogaster 

黒 岩 淳 郎神経研 ①発生・ 分イヒ の分子生物学 

② シ，ウジ " ウ バェ・マウス・ニワトリ 

松 井 浩 二 広島大・ 医 ・ 一解 @Developmental@ neurobiology 

@mouse@ embryo 
まもる 

佐 野 護 愛知県心身障害者 コ 13 ヱ一 ① 力 ルモデ。 リソ ・アデ ニル酸 シクラーゼ 

発達障害 研 なと。 

②培養細胞・ 哺乳類神経組織 

・岡 田鹿 前 明 子 国 立 武 威 療 奏 ①筋肉における 遺伝子発現 

神経 セ ソタ一 機能研 ②ニワトリ 世 浜 島 乾 、 ル 藤田学園保健衛生大・ 医 ・ 脳 ① glioma 細胞の分化 

神経覚科 @rat ， human@ glioma@ cell 

竹 内 隆 墓 出所 ①がんの転移機構の 細胞生物学的研究 

②マウスメラノーマ B16 細胞 

水 野 美賀子 東京慈恵 会 医大附属病院 ①造血発生にともなうヘモバ p ビン分子種 

変換の機構に 関する研究 
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高 松 哲 郎 京都府立医大・ 二 病理 

もち 餅井 い 
まこと 

其 其生所・形態形成 

小 野       老大・ 理 ・ 化 

北 村 幸 彦 坂 大 ・ 医 ・腫瘍代謝 

米 村 重 信 東大・臨海 

西方敬人 京人・ 理 ・ 動 

ひきし 

山 崎 尚 山口大・ 理 ・ 生 

大全弘治 名犬・ 理 ・ 化 

生
 

生
 

育
 

大
 

教
 

子
 
女
 

大
 

洋
 

分
 

口
 小
 
Ⅰ
 

大
 

子
 

し
 
さ
 
ひ
小
 

一
一
 

日
 
@
 

陽
 

月
ゃ
 谷 

大
は
代
 

芳 賀 和 夫 筑波大・ 生 

嘉 伊 藤 明 京人ウイルス 研 

②ゴールデンハムスター 

①心臓を中心とした 形態発生 

②ニワトリ 

①分化転換 

②ニワトリ 

①軟骨 分ィヒ 

@Chi   k@ limb@ bud@ mesenchymal@ cell   

①肥満細胞の 分化・卵巣の 形態形成 

②マウス 

①細胞質分裂の 機構 

 
 
生
口
 

役
 

  
の
 
質
 
胞
 
細
 
る
 
げ
 
お
 
 
 

 
 
@
 
@
 
分
 
と
 

ニ
生
 

 
 

②ホ ヤ 

①両生類卵の 多精防止反応 

②イモリ Cynops pyrrhogaster 

①軟骨分化色 お げる細胞間マトリックスの 

役割 

②ニワトリ・マウス 

  

①細胞の分裂増殖 

培養細胞の海産無脊椎動物の 初期 胚 

①生体反応 

② アヮビ ・ Haliotis 

① 卵内 共生体 

②アザ，ウマ ( 昆虫 ) 

①マウス発生初期細胞で 増殖するポリオー 

マウイルス エソハソサ 一変異株の研究 

②マウス 胚 ポリオーマウイルス 
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く 住所変更 ノ 

天 沼 昭 

小 林 啓 邦 

菱 田 富 雄 

山 田 河 水 

只 野 正 志 

星 元 紀 

和 田 圭 司 

山 木 謙 也 

金 谷 一 司 

押 尾 茂 

鈴 木 節 男 
  

二 木 馨 

土手英利 

く退会会員 ノ 

江 上 信 雄， 

池 田 章， 

河 口 豊， 

清 水 衆 人， 

西 田 秀 雄， 

島 m  雄 一， 

新 日 ｜ 

朝日大学・教養・ 生 岐阜函人・ 生 

同 上 同 上 

同 上 同 上 

同 上 同 上 

〒 502 岐阜市姉田 洞東 2-3-9 岐阜 大 ・教養。 生 

東京工大・ 理 ・ 生 老大・ 理 ・ 生 

〒 577 東大阪市小阪本町 2-5-19  〒 589 大阪府南河内郡狭山町大字半田 
645  金剛ハイツ CZ 

岐阜 大 ・教養・ 生   東大・ 理 ・ 動 

日本抗体 研 愛媛大・ 理 ・ 生 

( 日 )  〒 370  高崎市腰塚 町 80-1 

松谷コーポ 201 号 

〒 274  船橋市飯山浦 町 3 Ⅱ 727 イ 〒 273 船橋市西 般 2 月 3 

金沢 大 ・ 理 ・臨海 帝京大・ 医 ・生仏 

北里大・ 医 : 形成外科   早稲田大・教育・ 生 

Dept. of  Developmental  Genetis.  山形大・ 医 ・三生仏   

and@Anatomy@School@ of@ Medicine 

Case@ western@ Reserve@ oniv@ Clea- 

veland ， OH@ 44106 ・ USA   

  

二 宮 博 義 ， 底 部 知 久， 小 尺 孝 夫， 青 地 正 寿， 
  

石 谷 昭 子， 内 山 恒 夫， 岡 山 実 ， 川 原 道 道， 

阪 田 隆 ， 仕 方 功 幸 ， 佐 藤 隆 ， 佐藤信士， 

鈴 木 康 宣 ， 杣 源一郎， m 口 茂 敏 ， 田 中 邦 男， 

安 田 国 雄， 山 本 典 子， 井 上 表 江 ， 星 野 道 雄， 

南 川 玲 子， 高 橋 和 秀 

  

一 19  一 



  

  

( 賛助会員 コ 

組織培養はパイレックスコー ヱソグ の岩城硝子㈱ ( 〒 100 千代田区丸の 内 3-2-3) 

TEL@ 03-214-7401 

生物学・生態学洋書のことならヴリーン 洋書㈱ ( 〒 211 川崎市幸区小倉 610-1-506) 

T  E  L  044 一 533 一 0470 

日製産業株式会社 ( 〒 453 名古屋市中村 E 名駅 4-6-18  名古屋ビル 内 ) 

発生学をはじめとする 生物科学書の 出版社・ 培 風蝕   ( 〒 102 千代田区九段南 4-3 Ⅰ 2) 

最良の選択ファルゴン 組織培養器具ベクトン・ティッキンソン・オ ー パーシーズ Inc. 

( 〒 107 港区赤坂 8-5-84  高膝ビル )  TEL 03-403-9991 

マウス・モノク p 一 ナル抗体 ( ア P 抗体 ) は明治乳業㈱ ( 〒 104 中央区京橋 2-3-6 つ 

T  E  L  03 づ 71 一 4333 

三菱化成生命科学研究所 
  

( 〒 194 町田市南大谷 n け 

科学の技術に 奉仕する理工学社 ( 〒 113 文京区 本 駒込 5-9 円 0) 
  

TE L 03-928-5211 

次代を担 う バイオテクノ p ジ 一和 研薬 株式会社 ( 〒 606 京都市左京区北白川西伊織 町 25) 

TEL 075-721-8111   
生物科学・ ロ ・国際交流派遣研究員の 推薦依頼 

                生物科学・ ロ ・国際交流事業は 今年で 5 年目を迎えました。 すでに 5 名の方々がそれぞ               

                れ 3 カ月間の国際共同研究に 成果をあ げています。 去る 7 月 15 日に行われた 生物科学・ 画               
  

                  ・国際交流計画関東地区実行委員会で ，来年は日本から 1 名・ チ メリカから 1 名の若手 研                   

                    究 者の交流を行なうことが 決められました。 つきましては ，候補者を御推薦下さるよ うお                     

              願 い します。 

必要書類 

1.  拙柱茂鷺テ孝 

1.1 本人候補者の 略歴とリスト 

1. 候補者の希望留学先と 研究計画 (1.500 字以内 ) 

1.  締切 : 昭和 60 年 9  月 30 日 

1. 問合せ及び書類送付 先 :  〒 113 東京都文京区本郷 7-3-1 

東京大学理学部生物化学教室内 

生物科学・ ロ ・国際交流基金設立準備会 

代表者 酒 井 彦 一 

(03) 812-2111  内線 4396   
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Ⅰ Ⅱ 

  

  
ライフィンダスト ソ 一の三菱化成が 採血から 沖過 まで一貫国内生産 

最終 涙過は孔径 0 ． l 『 m の 々  ンフレンフイルター 使用 

準 % 台 児 血清一生後 24 時間以内で初乳を 飲む前の新生俘牛から 採血 

新生 仔 生血清 生後 2 週間以内の新生俘牛から 採血 

成 生血清 l .5 才以上の牛かり 採血   
  

  Armour  Pharmaceutical COimpany.(U.S.A.) 製造 

  Ⅰ Ⅱの 耳 児 血清 (Re わ往 tUinP  Ⅰ・ S.)   
  

仔 生血清 生後 l6 週間以内の仔牛から 採血 

何れもロットチェック 用サンズ ル を提供致します ; 

克 三菱 イヒ Ⅰ女工業力末武会ネ 上 医薬事業部 

  

〒 l00 束 姥汗 代田区九のぬ 2-s-2% 姜 ビル )  大阪支店化成品部門 名古屋支店化成品部門 
呑 03(283)679l( 直通 ) 

宕 0 昧 208)4560( 直通 ) 甘 052(562)2556( 直通 ) 

東京支店化成品部門 九サ ， l.l 支店 イヒ @ 品部 ト Ⅰ 
呑 03(28 が 16l00( 直通 ) 0092(291)8891 
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増殖を支える 大きな力、 組織培養用培地 
Ⅱ 木 製薬から   

Ⅰ製法特許・ 高圧蒸気滅菌可能 
グルタミン・ 重曹小舎 ィ 一力 も MEM 培地の 
Ⅰ製法特許・ 高圧蒸気滅菌可能 イーグル MEMt 吾地 ② ウ 製法特許・高圧蒸気滅菌可能 
PR, 勿 レタミン，重曹不合 グル 外ン ・重曹不合 ES 培 3 世 
■製法特許・ 高圧蒸気滅菌可能 

イ - グル M,EM 培地③ ■重曹不合 
KM.PR. グルタミン・ 重曹不合 ハンクス液の 
■製法特許・ 高圧蒸気滅菌可能 

イ - グル ME 棚 培地① Ⅰ pR. 重曹不合 
浮遊培養用・バルタミン・ 重曹不合 ハンクス 液 ② 
Ⅰ製法特許・ 高圧蒸気滅菌可能 
アミノ酸 4 種・グルタミン・ 重曹不合 イ ～グル MEM 培地⑤ Ⅰ重曹不食 ア -J Ⅱ 液 

■製法特許・ 高圧蒸気滅菌可能 
イ - グル BM 三 培地 Ⅰダルベッコ 

l 列レタミン・ 重曹不合 PBS ㈲粉末 

  イニ グル M 巨 M アミノ酸ビタミン 培 * 也 コ ダルベ ツコ P 目 S 用 金属塩類溶液 
■抗生物質・ 重曹不合 ダルベッコ 変法 イーグル培地① Ⅰ無菌凍結乾燥 

グルタミン 
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億 

日 l ロ ヨ Ⅱイ ソ Ⅰ 
シ グ マ 

求め 
日本特殊薬品でほ 、 ァメり かシグマ 社 と代理店 
契約を結び、 シグマ 社 最新 ヵ 夕ロ グ の全製品を 、 
下記の要領で 簡単にお求めいただけます。 
Ⅰ シ クマ社の製品一切は 、 ご使用者への 直結販売にかぎします。 Ⅰ遠隔地への 送 

品 には、 荷造り・送料を 実世中し受けます。 少 皿の場合には．代金引換えにて む 用 願いすることがあ ります の 汎 E 。 はできるだけ 密蔵 しています； 品切れ、 その   他の場合は約 l 力 月のうちに取りよせます。 ( 船便のときは 約 2 カ月後 ) 

( シグマ小土塁 権 代理店 ) 

日本特殊薬品株式会社   
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K N 武生物研究用機器 
NK 式 電気低温恒温 詰は 送風循環型 ) NK 式フ Ⅱグラム電気低温恒温 器 0 送風循環型 ) 
高精度普及型 四季の温度がプロバラムで 自在に再現できます ソ 

 
 

 
 

 
 

行
牡
 

奥
さ
 

型
式
 
 
 

温 度 +5 も +5 せ +5 で 
範 囲 - 巧 Ⅰ -45C -45 せ 

価 格 26 万円 30.5 万円 32 万円 

尚 その他いろいろな ク イ ブ があ ります。 

  

N K 武人工気象 器 
植物の育成、 小動物 ( 昆虫 ) 飼育の本格派 ソ 

N K 式 プレハブ色気低温恒温槽 
組立、 移設、 増設が思 い のまま ソ 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
色
度
の
み
 

万
円
 
4
7
 

 
 
 
 尚 その他いろいろな ク イ ブ があ りま す 。 

画 
● LH 型 十 5 で 一 45 で 
価格Ⅰ 坪 1,190.000 円 

より各種 

● LP 型 十 18 で -45C 

価格 1 坪 1,290 ， 000 円 
より各種 

一
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シ
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プ
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ロ
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力
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詳
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NK 式 クリーンベンチ ( 垂直層流型 )   NK 式 クリーンベンチ ( 垂直層流両面型 ) 無菌 ィ ￥業の肯， 率 アップに ソ   NKB 一 VS 一 850 

%780,000 

NKB 一 VS 一 1300 

￥ 880,000 

NKB 一 VW 一 850 

￥ 1,200,000 

NKB 一 VW 一 1300 

￥ 1,500,000 

  
  

  

  

製
作
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械
 
Ⅱ
Ⅱ
 
Ⅱ
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%
 
楠
臆
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1957 年、 組織 培 器具にプラス ック の時代が始まった。 

フ 
穏 56 年 れ 月、 米国 Emeryville の海軍微生物研究所 
では、 人や動物の細胞をポリスチレン 製ティ ツシ 

コ で培養することに 興味を示しました。 

このことにい ぢ 早く着目した フ アルコンで 

は 、 フラスチック 表面における 細胞の付着 

や増殖について 研究を進め、 穏 57 手ついに 
組織培養処理を 施した高品質のフラ 
スチック製デイ ソシユ の開発に成功 

致しました。 

それは、 ガラス製器具の 使用にとも 

なうさまざまな 問題点を一挙に 解決し、 組織培養 

の分野 は 大きな前進をもたらしました。 

そして今日まで、 ファルコンの 活動は、 よ 

りすでれた組織培養器具を 開発すること 
集中しました。 
その成果として、 最近ではより 高度な表面 

処理を施したフライマリア 組織培養器具を 
あ 届けすることもできました。 

組織培養の進歩とともに、 フ アルコン 

は 常に新しし ) 可能性をもとめ 続けます。 

 
 
販
売
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火 96 人 用 マイクロプレートで 蛍光免疫 

測定ができます。 

去 lpmo@0-l2)4- メチルウンベ リ フ 

ェロ ン まで測定できます。 

大相対 値 表示と絶対値表示のモード 
が選べます。 

き
 
で
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ル
 

レ
 
 
  
 

口
 

@
 ン
 
コ
 
タ
 
 
 
ユ
  
 

ピ
 ン

す
 

コ
ま
 

大
 

お ㊥ " ラボラトリープロ 胚製難 ボ全 タ クツ " 吾 B   〒 TEL 564 大阪府吹田市 大阪 (06)e6-2l64( 江 の本町 代表 33-94 ) 提携の円 oW  Ⅰ abo 「 ato 「 il 佗 S 
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Ⅰ無菌生産 
コ一 ニンバの組織培養用製品は、 無菌環境で作られて l せす 。 このた 
めバクテリアは 勿論、 機械油の蒸気やほこり 等の付着もなく、 培養特 

性が安定しています。 

Ⅰ フ オームラツク 

ニーニンバの 違乱 管 ・培養 皆 には、 フォームラック 付きがあ ります。 u 又 
納や運搬に便利な うえ ． ブタツキ がなりため傷をつけることがなく、 

・沈 @ 物 が再浮遊すみ む 配もあ りません。 

0l00% リークテスト 

コーニンバのフラス ニ は、 全数圧力試験を 行っております。 また厚手に 
成形されていますの 亡 、 リークやクラックの   り 配はあ りません。 
のダブルシールキャップ 

タフルシールキヤ ッフ   は、 容器の口部内側と 端部の 2 箇所でシール 
するもの て       漏洩を完全に 防ぎます。 
のクロスコンタミネーション 防止 

マイクロフレートは 、 孔が独立しており、 クロスコンタミネーションの 

危険があ りません。 

0 表面処理は・ 親水性と細 
胞親和性を与えろもので． 

ニーティン グ ではあ りませ れ 

0 三 Tm け ・エチレン オ キサイ 
@     ガス仏ま己 妻 です。 

Ⅰ         半 細けカタロ ク をご音太 (   

25820 マイクロ 2a 与し、 平底、 蓋付き   50 スチロール樹脂       
25860 ブレート 96 孔 、 平底、 蓋付き       

不肖 
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